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国土交通省の取り組み



芦田川水系河川整備計画【令和５年度施工状況 全体】

気候変動の影響による近年頻発化・激甚化する降雨状況を鑑み、芦田川水系における今後の治水対策の方向性を
示す芦田川水系河川整備計画を令和２年１２月に変更し、治水目標を達成するための整備・対策を推進します。

河道掘削

護岸整備等

事業実施 事業実施

■洪水氾濫を未然に防ぐ対策



河道掘削の実施【令和５年度】

河道掘削（浚渫）の状況

バックホウによる浚渫状況

浚渫土の引き上げ状況

芦①草戸・水呑地区

■洪水氾濫を未然に防ぐ対策



堤防整備の実施【令和５年度】

芦⑤土生・目崎・父石地区

護岸施工状況

芦
田
川→

前原橋

前原橋

←

芦
田
川

■洪水氾濫を未然に防ぐ対策



八田原ダムにおける防災操作の実施【令和５年度】

■ダムの効果的・効率的な運用



八田原ダムにおける防災操作の実施【令和５年度】

■ダムの効果的・効率的な運用



多機関連携型タイムラインの確実な運用及び有効活用【令和５年度】 （振り返りワーキングの開催）

■タイムライン(防災行動計画)に基づく実践的な訓練



■防災教育や防災知識の普及

水防災に関する説明会、出前講座を活用した講習会の開催【令和５年度】

日 時 ：令和６年２月４日

対象者：防災リーダー ３３名

内 容 ：芦田川の流域治水や防災情報の取得方法について紹介

防災情報については、キキクルや川の防災情報を紹介し、参加者にも実際に操作して

いただきました。



災害対策用機械等の操作訓練の実施【令和５年度】

■より効果的な水防活動の実施及び水防訓練の実施

日時・内容 ： 令和５年６月７日（水） 排水機場の操作訓練
令和５年６月９日（金） 災害対策用機械（排水ポンプ車、照明車）の操作訓練

対 象 ： 職員、福山河川国道事務所災害応急対策協定業者など延べ９１名

全体説明の状況 排水ポンプ車の操作訓練

照明車の操作訓練排水機場の操作訓練



福山市の取り組み



■広域避難を考慮したハザードマップの改定・周知等

広域避難を考慮したハザードマップの改定・周知【令和５年度】

 広島県が新たに県管理中小河川における浸水想定区域を指定したこと，土砂災害ハザード
マップを作成しておよそ１０年が経過することから，新たに水害ハザードマップ（洪水・
土砂災害）を作成しました。ハザードマップにより自宅付近の危険箇所，必要な避難行動
や緊急避難場所，避難経路，非常時持ち出し品などを確認することができます。

【対象地域】
福山市全域（１５地区に分割）

【規格等】
・表面：情報・学習編（共通）
裏面：地図面（１５地区）
・A１サイズ
・２１５，０００部
・自治会経由等で全戸配布
・各支所・公民館・交流館等にも設置

【配布開始】
２０２３年（令和５年）３月配布

←水害（洪水・土砂災害）ハザードマップ
情報面（全図郭共通）

水害（洪水・土砂災害）ハザードマップ→
地図面（図郭１（常金丸・網引地区））









府中市の取り組み



■広域避難を考慮したハザードマップの改訂・周知

市HPへの掲載、広報誌での周知【令和５年度】

【市HPトップページからハザードマップを確認できるよ
うに更新した】

市HPへの掲載

広報誌への掲載



■防災教育や防災知識の普及

水防災に関する説明会、出前講座を活用した講習会の開催【令和５年度】

地域でのDIG・WSの開催【府中市父石町】



■防災教育や防災知識の普及

学校の防災教育に対する支援【令和５年度】

小学４年生児童への防災教育【クルトピア栗生】

小学４年生児童への防災教育【府中明郷学園】



■防災教育や防災知識の普及

防災リーダー研修【令和５年度】

３D都市モデル説明

広島県防災WEB説明

WS後の各グループ発表

府中市地域防災リーダースキルアップ研
修を開催【ジーベックホール】



広島県の取り組み



自主防災組織役員や防災リーダー等を対象としたセミナーや災害図上訓練等を実施するとともに，
防災リーダーを対象とした研修会を実施する市町の支援を行っています。

■防災教育や防災知識の普及

・水防災に関する説明会、出前講座を活用した講習会の開催【令和５年度】



Twitter等を活用し、平常時は防災意識向上に係る情報、洪水時は注意喚起や避難情報発令に関
する情報発信等を行っている。

■情報の伝達・発信

SNSを活用した洪水時における情報提供【令和５年度】



【実施時期等】

日時：令和５年６月１２日（月）～令和５年6月13日（火）
場所：沼田川河川防災ステーション

•シート張り工法

• 土のう作成

• 縄（ロープ）の結び方

• 積み土のう工法

• 水防法の講義 等

【対象機関】

•県職員，市町職員等

令和５年度水防工法講習会

•排水ポンプ車実演

【内容】

■より効果的な水防活動の実施及び水防訓練の実施

関係機関が連携した水防訓練の実施【令和５年度】



気象庁の取り組み



■情報の伝達・発信

防災気象情報の各種改善【令和5年度】

• 令和５年度、「顕著な大雨に関する気象情報」（線状降水帯の発生をお知らせする情報）をこれまでより最大３０分程度前倒
しして発表する運用を開始しました。

「顕著な大雨に関する気象情報」について、現在は発表基準を実況で満たしたときに発表しているところ、
予測技術を活用し、線状降水帯による大雨の危機感を少しでも早く伝えることを目指す。

加えて、以下のデータも提供
〇楕円データ（線状降水帯の雨域）

⇒データ配信（事業者等向け）
〇「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準を満たした事例（線状降水帯の事例）

⇒気象庁HPの解説ページに自動掲載


